
◎
論

説現
代
中
国

の
「科
班
」
の
特
徴
と
展
開

陳
西
地
方

の
三
つ
の
民
営
演
劇
学
校
の
考
察

清

水

拓

野

・
・
…

は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
国
陳
西
地
方
の
地
方
劇
の
事
例
を
中
心
に
、
民
営
演

劇
学
校
と
呼
ぼ
れ
る

"戯
曲
"

(伝
統
演
劇
)

の
俳
優
教
育
組
織

の

特
徴
と
展
開
に
つ
い
て
記
述

・
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
京
劇
を
は

じ
め
と
す

る
中
国
の
伝
統
演
劇
は
、
舞
踊
、
音
楽
、
雑
技
、
文
学
、

美
術
な
ど

の
多
様
な
表
現
手
段
を
も
ち

い
る
魅
力
的
な
総
合
芸
術

で

あ
る
。
伝

統
演
劇

の
上
演
は
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
や
メ
ー
ク
ア
ッ

プ
、
優
雅

で
繊
細
な
伴
奏
音
楽
、
役
者
の
超
人
的
な
身
体
技
と
人
を

陶
酔
さ
せ

る
よ
う
な
歌
声
な
ど
が
組

み
合
わ
さ

っ
て
、
と
て
も
華
や

か
で
あ
る
。
ま
た
、
演
技
の
世
界
は
、
き
わ
め
て
奥
が
深
く
、
創
造

的
で
あ
り
、
役
者
は
歌
、
せ
り
ふ
、
し
ぐ
さ
、
立
ち
回
り
な
ど
の
身

体
的
な
表
現
手
法
を
駆
使
し
て
、
歴
史
上

・
文

学
作
品
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
を
た
く
み
に
演
じ
る
。
そ
し
て
、
伝

統
演
劇

の
こ
う
し
た

総
合
的

・
創
造
的
な
特
徴
は
、
伝
統
演
劇
が
不
振
状
態

に
あ
る
と
い

わ
れ
る
現
在
で
も
、
多
く

の
観
客
を
魅
了
し

て
止
ま
な
い
。
伝
統
演

劇
に
は
、
『西
遊
記
』
や

『
水
濤
伝
』
や

『三

国
志
演
義
』
関
連

の

も
の
な
ど
、
日
本
人
に
も
馴
染

み
の
深

い
演
目
も
あ
る
の
で
、
日
本

人
の
演
劇

フ
ァ
ン
も
少
な
く
な
い
。

と

こ
ろ
で
、
伝
統
演
劇

の
以
上
の
よ
う
な
魅
力
を
支
え
る
も
の
と

し
て
、
役
者

の
演
技
は
特
に
重
要
な
位
置
を
占

め
る
。
伝
統
演
劇
の

多
く
の
演
目

(特
に
伝
統
演
目
)
の
上
演

で
は
、
テ
ー
ブ

ル
や
椅
子

な
ど
の
最
低
限
の
小
道
具
し
か
も
ち
い
ず
、
基
本
的
に
は
役
者
の
演

ハ
ロ
　

技
だ
け
で
異
な
る
時
空
間
と
多
様
な
人
物
を
表

現
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
各
演
目
の
物
語
を
展
開
す
る
う
え
で
、
役
者

の
演
技

の
は
た
す
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役
割
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
伝
統
演
劇
を
構
成
す
る
諸
要
素

の
な
か

で
も
、
役
者

の
存
在
は
と
り
わ
け
重
要

で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
国
伝

統
演
劇
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
核
的
存
在
で
あ
る
役
者

の
養
成
を

と
り
わ
け
重
視
し
、
役
者

の
演
技
力
を
養
う
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
俳

優
教
育
組
織

の
発
展
に
力
を
注
い
で
き
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
伝

統
演
劇
界

(特
に
以
下
で
取
り
上
げ
る
地
方
劇
界
)
で
は
、
中
華
人

民
共
和
国

の
建
国
を
境

に
、
"科
班
"
と
呼
ば
れ
る
従
来

の
徒
弟
制

的
な
俳
優
教
育
組
織

の
学
校
化
が
進
み
、
近
年

で
は
俳
優
教
育

の
高

等
教
育
機
関
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
役
者
の
組
織
的

・
効
率
的
な
養

成

の
た
め
に
、
俳
優
教
育
組
織
は
、
新
中
国

の
建
国
以
来
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
き
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在

で
は
、
近
代
的
な
学
校
組
織

(演
劇
学
校
)

の
な
か
で
、
役
者
の
養
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
伝
統
演
劇
界
を
支
え

る
多
く
の
人
材
が
輩
出

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
伝
統
演
劇

の
な

か
で
も
、
"劇
種
"
(劇

の
種
類
)
に
よ

っ
て
は
、
科
班
か
ら
学
校

へ

と

い
っ
た
直
線
的
な
発
展
過
程
に
沿
わ
な

い
状
況
下
で
も
俳
優
教
育

を
行

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
陳
西
地
方
の

"秦
腔
"
と

い
う
地
方

劇

の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
秦
腔
演
劇
界
で
は
、
不
振
状
況
に
あ
る

秦
腔

へ
の
深
い
愛
情
に

つ
き
動
か
さ
れ
て
、
今

で
も
か

つ
て
の
科
班

を
彷
彿
さ

せ
る

"
民
辮
戯
校
"
(民
営
演
劇
学
校
)
と
呼
ば
れ
る
組
織

で
俳
優
教
育
を
行

っ
て

い
る
者
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
の
民
営
演
劇
学

校

の
な
か
に
は
、

一
定

の
教
育
成
果
を
収
め
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を

浴
び
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
で
は
、
民
営
演
劇
学
校
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
俳
優
教
育
組
織
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
秦
腔

の
こ
の
民
営
演
劇
学
校

に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
。

こ
こ
で
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
陳
西
地
方

の
三

つ
の
民
営
演

劇
学
校

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
か

つ
て
の
科
班
と
比
較
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
社
会

状
況

の
な
か
で
設
立
さ

れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
と

い
う
点
に
つ
い
て

詳
述
す
る
。
ま
た
、
本
稿

で
は
、
以
上
の
記
述

・
分
析
を
踏
ま
え
て
、

飛
躍
的
な
勢
い
で
経
済
発
展
す
る
現
代
中
国
に
お

い
て
、
近
代
化
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
存
在
の
民
営
演
劇

学
校
が
い
か
な
る
存
在

意
義
を
も

つ
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

秦
腔
と
は

秦
腔
は
、
陳
西
省
や
甘
粛
省
な
ど
の
中
国
西
北
地
域
で
盛
ん
な
地

ム
　
　

方
劇
で
あ
る
。
秦
腔
で
は
、
"榔
子
"
(ナ
ツ
メ
の
木
で
作

っ
た
拍
子

木
)
を
使

う
た
め
、
そ
れ
は
し
ば

し
ば

"
榔

子
腔
"
と
も
呼
ば
れ

る
。
ま
た
、
秦
腔

の

"
唱
腔
"
(節
回
し
)

に
は
、
"板
腔
体
"
("板

式
"
と
呼
ば
れ
る
拍
子

の
組
み
合
わ
せ
を
も
と
に
し
た
音
楽
形
式
)

が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
俗

に

"
乱
弾

"
と
も
呼
ば
れ
、
"
曲
牌

体
"
(曲
牌
を
連
ね
る
音
楽
形
式
)
を
主
と
す

る
昆
曲
な
ど
と
は
区

別
3v
れ
N
い
る

[蘇

2
00
9
:3-
1
4]
°

中
国

の
地
方
劇
と
い
う
と
、
"変
面
"
で
有

名
な
四
川
省

の
川
劇

な
ど
が
日
本
人
に
は
特
に
知
ら
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。
呉
天
明
監
督
に
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よ
る
四
川
を
舞
台
と
し
た
映
画

『
変
瞼
ー

こ
の
擢
に
手
を
そ
え

て
』
(
一
九
九
六
年
)
は
、
変
面

の
技
や
川
劇
上
演
の
様
子
を
描
写

す
る
映
画

と
し
て
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
中
国
の
演
劇
愛
好
者

や
演
劇
研
究
者
の
あ

い
だ
で
は
、
秦
腔
も

こ
の
川
劇
に
劣
ら
ず
名

の

知
れ
た
劇

種
で
あ
る
。
秦
腔
の
歴
史
は
古
く
、
そ
の
起
源
に

つ
い
て

は
現
在
も
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
点
が
多

い
も
の
の
、
秦
腔
は
少
な
く

と
も
明
代

中
葉

(
一
六
世
紀
末
)
ご
ろ
か
ら
存
在
し
、
形
成
期
の
京

劇

(
一
八
世
紀
末

の
清

の
乾
隆
帝

の
こ
ろ
)
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
与
え
た
、
と

い
わ
れ

て
い
る

[焦
・　

2
0
05
:
140
、
蘇

20
0
9
:
°。N
I

露
]
。

こ
の
よ
う
に
、
秦
腔
は
、
中
国
伝
統
演
劇
史
に
も
輝
か
し
い

足
跡
を
残
す
芸
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
秦
腔
は
、
き
わ
め
て
複
雑
な
構
造
を
も
つ
総
合
芸
術

で

あ
る
も
の
の
、京
劇
な
ど
の
他
劇
種
と
共
通
の
特
徴
が
多
々
み
ら

ハヨ
　

れ

る

。

た

と

え

ば

、

役

者

の
演

技

に
、

"
四

功

五

法

"

と

呼

ぼ

れ

る

伝

統

的

な

型

の
集

合

体

が
存

在

す

る
と

い
う
特

徴

、

そ

し

て
、

役

者

の
役

柄

に

、

"
行

当

"

と

呼

ば

れ

る

伝

統

的

な

人

間

分

類

が

あ

る

と

い

う

特

徴

な

ど

で

あ

る

[
王

主

編

1
9
9
5
]

(
[
呉

編

8

0
日
、

謝

・
劉

1
9
9
5
]

も

参

照

)
。

前

者

の

四
功

五

法

と

は
、

"
唱

"

(
歌

)
、

"
念

"

(
せ

り

ふ

)
、

"
倣

"

(
し

ぐ

さ

)
、

"
打

"

(
立

ち

回

り

)

の

四

功

と

、

"
手

"

(
手

の
動

作

)
、
"
眼

"

(目

線

の
用

法

)
、
"
身

"

(体

の
動

作

)
、

"
法

"

(手

、

眼

、

身

、

歩

の
総

合

的

な

運

用

)
、

"歩

"

(歩

き

方

)

の

五

法

か

ら

構

成

さ

れ

る

諸

様

式

で

あ

る

。

ま

た
、

後

者

の
行

当

は
、

"
生

"

(男

性

役

)
、

"
旦

"

(女

性

役

)
、

"
浄

"

(
隈

取

り

を

す

る

男
性
の
役
)
、
"
丑
"
(道
化
役
)
の
四
大
分
類

と
、
そ
の
下
位
分
類

ム
　
　

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
秦
腔
の
役
者
は
、

こ
の
四
功
五
法
と
行
当

を
と
お
し
て
演
技
す
る
。

一
方
、
秦
腔
に
は
、
他
劇
種
と
は
異
な
る
独
特

の
特
徴
も
み
ら
れ

る
。
特
に
、
役
者
の
歌
や
せ
り
ふ
に
陳
西
方
言

(特

に
関
中
方
言
)

が
も
ち

い
ら
れ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
秦
腔
が
陳
西
地
方

(図

1
)
を
中
心
に
継
承

・
発
展

し
て
き
た

か
ら
で
あ

る
。

さ
ら

に
、
悲
壮
感

の
こ
も
る
激
越

し
た
曲
調

で
歌

わ
れ

る
秦
腔

の
音
楽

も
、
優
美
で
雅
な
曲
調
で
歌
わ
れ
る
京
劇
音
楽
な
ど
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
秦
腔
の
愛
好
者

に
い
わ
せ
る
と
、
人
物
感
情
の
起
伏

の
激
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
秦
腔

の
こ
の
よ
う
な
曲
調
は
、
数
々
の
王
朝
の
変

遷
を
み
て
き
た
長
安

(現
在

の
西
安
)
と
い
う
都
で
、
歴
史

の
表
舞

台
に
立

っ
て
活
躍
し
た
陳
西
人
の
豪
胆
さ
を
表
わ
し
て
い
る
、
と
い

う
。

こ
の

「陳
西
人
の
豪
胆
さ
」
を
連
想
さ
せ
る
象
徴
的
な
特
徴
と

し
て
、
秦
腔

の

"花
瞼
"
(隈
取
り
役
)
の
歌
声
は
有
名

で
あ
る
。

京
劇
な
ど
と
は
違

っ
て
、
秦
腔
の
花
瞼

(写
真
1
)
は
吼
え
る
よ
う

な
大
音
量
で
歌
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
花
瞼

の
そ
の
歌

い
ぶ
り

は
、
陳
西
地
方

の
民
俗
習
慣
を
紹
介
す
る
D
V
D

『陳
西
八
大
怪
』

(陳
西
三
和
文
化
影
視
伝
播
有
限
公
司
、
制

作
年
不
詳
)
で
も
み
る

ムら
　

こ
と

が

で

き

る

。
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、

陳西省の地図(筆 者作成)図1秦腔の花瞼(2005年9月 筆者撮影)写真1

一
一

秦
腔

の
俳
優
教
育

の
歴
史

H

中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
以
前

中
華
民
国
期
ご
ろ

(
一
九

一
二
～

一
九
四
九
年
)
ま
で
、
秦
腔

の

俳
優
教
育
は
、
お
も
に

"科
班
"
と
呼
ぼ
れ

る
教
育
組
織

で
行
わ
れ

て
い
た

[陳
西
省
戯
劇
志
編
纂
委
員
会
編

這
0
8
:5
2
4
-
52
6、
中
国

戯
曲
志
編
纂
委
員
会

・
《
中
国
戯
曲
志

・
陳

西
省
》
編
纂
委
員
会

19
95
:
49
4-
4
96
]
°
科
班
と
は
、
清

の
乾
隆
年
間
の
後
期

(
一
八
世

紀
末
)
ご
ろ
か
ら
存
在
し
て
い
た
徒
弟
制
的
な
俳
優
教
育
組
織

の
こ

ハ
れ

　

と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
陳
西
地
方
に
お
け

る
民
国
期

の
科
班
を
中

心
に
、
そ
の
基
本
的
な
特
徴
を
紹
介
す
る
。

科
班
は
、
集
団
教
育
を
基
本
と
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
以
下

の

よ
う
な
特
徴
を
も

っ
て
い
た
。
科
班
の
多
く
は
、
複
数

の
師
匠

(科

班
の
長
と
そ
の
他

の
教
師
)
と
弟
子
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
、
彼
ら
の

あ

い
だ
で
は
、
"関
書
大
発
"
と
呼
ば
れ
る
契
約
書

に
も
と
つ

い
た

厳
格
な
師
弟
関
係
が
結
ぼ
れ
て
い
た
。
こ
の
関
書
大
発
に
は
、
稽
古

期
間

の
他
に
、
公
演
活
動
や
家
事
労
働
を
無
償
で
行
う
な
ど
と

い
っ

た
、
師
匠
に
対
す
る
弟
子
の
義
務
が
明
記
さ
れ
て
い
た
と

い
う

[張

2
0
03
:
3
16-
3
1
7]
°
す
な
わ
ち
、
弟
子
は
、
衣
食
住
と
芸

の
稽
古
を

師
匠
の
世
話
に
な
る
代
わ
り
に
、
科
班
在
籍

中
の
公
演
活
動

で
え
た

収
入
を
師
匠
に
差
し
出
し
た
り
、
師
匠
の
身

の
回
り

の
世
話
を
し
た

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
科
班
で
の
俳
優
修
業
が
終
わ

っ
た
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後
も
、
師
匠

へ
の
恩
返
し
と
い
う
意
味

で
、
一
定
の
期
間
、
無
償

で
公

演
活
動
に
参
加
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
、
弟
子
の
多
く

は
、
行
く
あ
て
の
な
い
極
貧
家
庭

の
出
身
者
だ

っ
た
の
で
、
弟
子
の

一
切
を
師
匠
に
委
ね
る
身
売
り
証
文

の
よ
う
な
関
書
大
発
も
取
り
交

わ
さ
れ
た
と
い
う

[斉
主
編

N
O
O
い
」
O
い
、
張

2
00
3
:3
19-
3
2
0]
°
関

書
大
発
に
は
、
弟
子
が
天
災
や
疾
病
や
事
故
で
死
亡
し
て
も
天
命
と

思
う
べ
し
、
と
い
っ
た
類

の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が

い
か
に
身
売
り
証
文
的
な
契
約
書
で
あ

っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

科
班

の
教
育
内
容
は
、
お
お
よ
そ
次

の
と
お
り
で
あ

っ
た
。
ま

ず
、
演
技

を
構
成

す
る

"基
本
功
"
(基
本
的
技
能
)
の
習
得
の
た

め
に
、

立
ち
回
り

の
様
式
や
歌

の
練
習
な
ど
が
集
中
的
に
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ひ
と
段
落
す

る
と
、
生

(男
性
役
)
や
浄

(隈
取
り

を
す
る
男
性

の
役
)
な
ど

の
役
柄
別
の
芝
居
の
稽
古
が
始

ま
り
、
実
践
力
を

つ
け
る
た
め
に
、
最
後
に
観
客

の
前

で
舞
台
上
演

が
行
わ
れ
た

[斉
主
編

20
0
5
:
1
05
-
10
6
]°

こ
の
よ
う
に
、
科
班

で

は
、
段

階
的
な
俳
優
教
育
が
実
施
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
"戯

班
"
(民
営
劇
団
の
旧
称
)
と
深

い
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た

の
で
、

実
践
が
き
わ
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
科
班
に
よ

っ
て
経

営
方
針

が
異
な

っ
た
の
で
、
俳
優
教
育

の
期
間
の
長
さ
に
は

一
定
の

偏
差
が
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、

二
、
三
年

で
役
者

の
養
成
を
済
ま
せ

る
科
班

も
あ
れ
ば
、
四
、
五
年
か
け
て
じ

っ
く
り
と
俳
優
修
業
を
す

る
科
班
も
あ

っ
た
。

他
方
、
教
育
方
法
に
関
し
て
は
、
ど
こ
の
科
班
で
も
共
通
し
て
お

り
、
お
も
に

"
口
伝
心
授
"
と

"打
戯
"
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
も
ち

い
ら
れ
て
い
た
。
口
伝
心
授
と
は
、
師
匠
が
弟
子
に
身
を
も

っ
て
手

本
を
示
し
、
口
伝
え
で
芸
を
伝
承
す
る
こ
と

で
あ
る
。
当
時

の
役
者

た
ち
は
、
社
会
的
身
分
が
き
わ
め
て
低
く
、
満
足
な
教
育
を
受
け
て

い
な
い
の
で
、
読
み
書
き
の
で
き
な

い
者

が
多
か

っ
た
。
そ
の
よ
う

な
事
情
も
あ
り
、
当
時
は
こ
う
し
た
伝
承
方
法
が
主
流
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
打
戯
と
は
、
師
匠
が
弟
子
の
体
を
棍
棒
な
ど
で
打
ち

す
え
な
が
ら
芸
を
叩
き

こ
む

こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
多

く
の
師
匠

は
、
こ
の
よ
う
な
体
罰
を
と
お
さ
な
い
と
、
弟
子
が
体
で
芸
を
覚
え

な
い
と
考
え
て
い
た

[斉
主
編

N
O
O9
δ
い
ー
δ
ひ
]。
秦
腔
演
劇
界
に

は
、
"不
打
不
成
材
"
(叩
か
な

い
と
人
材
に
な
ら
な
い
)
と
い
う
俗

語
ま
で
あ
り
、
打
戯
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
際
の
科
班
に
は
、
そ
の
規
模
や
設
立
形
式
の
違

い

に
よ

っ
て
、

い
く

つ
か
の
異
な
る
タ
イ
プ
が
あ
り
、
陳
西
地
方

で
は

次
の
四
タ
イ
プ

の
科
班
が
存
在
し
て
い
た
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
ω

伝
統
演
劇
を
熱
愛
す
る
老
名
優
が
出
資
し
た
科
班

(清
の
嘉
慶
年
間

の
中
葉

(
一
八
〇
八
年
ご
ろ
)
に
設
立
さ
れ

た
紫
陽
県
の
泰
字
科
班

な
ど
)、
②
財
政
力
の
あ
る
戯
班
が
後
継
者

育
成

の
た
め
に
班
内
に

付
設
し
た
科
班

(徳
盛
班
、
秦
中
社
、
榛
苓
社
、
長
慶
社

(西
安
長

慶
劇
社
)、
正
俗
社
な
ど
)
、
㈲
地
方

の
富
豪

が
趣
味
と
実
益
の
た
め

に
個
人

で
出
資
し
た
科
班

(臨
渥

の
魁
盛
班
な
ど
)
、
ω
民
衆
を
社

会
教
育
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
伝
統
演

劇
を
重
視
す
る
学
識

の

豊
か
な
政
治
家
や
進
歩
的
知
識
人
や
軍
関

係
者
が
出
資

し
た
科
班

現代中国の「科班」の特徴 と展開267



(陳
西
易
俗
伶
学
社
や
夏
声
戯
劇
学
校
な
ど
)

の
四
タ
イ
プ

で
あ
る

[陳
西
省
戯
劇
志
編
纂
委
員
会
編

H$
8:
5
25
、
中
国
戯
曲
志
編
纂
委

員
会

・
《
中
国
戯
曲
志

・
陳
西
省
》
編
纂
委
員
会

19
95
:
4
94
]°

こ

の
う
ち
、
②
の
タ
イ
プ
の
科
班
は
、
戯
班
に
付
属
す
る
教
育
組
織

で

あ
り
、
母
体
と
な
る
戯
班

の
た
め
に
役
者
を
養
成
す
る
機
能
を
担

っ

て
い
た
[
陳
西
省
戯
劇
志
編
纂
委
員
会
編

這
0
8:
5
25
]
([張

20
0
3
]

も
参
照
)
。
ま
た
、
圃

の
タ
イ
プ

の
科
班
は
、
学
識
の
豊
か
な
指
導

者
た
ち
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
、
技
芸
の
伝
承
だ
け
で
な

く
、
役
者

の
教
養
教
育

(読

み
書
き
や
算
数
な
ど
の
基
礎
教
養
)
も

ムフ
　

重
視
し
て

い
た
。

し
か
し
、
陳
西
地
方

の
科
班
に
は
、
貧
し
く
て
簡
素
な
設
備
し
か

も
た
ず
、
経
営
不
振
か
ら
短
命

に
終
わ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
多
く

の
科
班

(特
に
農
村

の
科
班
)
は
、
口
伝
心
授
や
打
戯

の
よ
う
な
旧

来

の
教
育
方
法
に
依
拠
し
、
生
徒
が
寝
泊
り
す
る
簡
素
な
小
屋
と
数

名
足
ら
ず

の
教
師
が

い
る
だ
け
、
と
い
っ
た
状
態
で
あ

っ
た
。
そ
し

て
、
個
人

出
資
の
民
営
組
織
だ

っ
た
の
で
、
経
済
的
に
安
定
せ
ず
、
時

代

の
荒
波

に
も
ま
れ
て
、
数
年

で
解
散
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
た

と
え
ぼ
、
ω
の
タ
イ
プ

の
夏
声
戯
劇
学
校
な
ど
の
よ
う
な
組
織
的
完

成
度
が
高

い
科
班

で
も
、
民
国
期
の
戦
乱

の
影
響
を
受
け
て
、
開
設

か
ら
数
年

で
閉
鎖
に
追

い
こ
ま
れ
た

[北
京
市
芸
術
研
究
所

・
上
海

芸
術
研
究

所

組
織
編
著

HOゆ
O
川
。゚
°。轟1
°。
O
昌
。
し
た
が

っ
て
、
秦
腔

演
劇
界
で
は
、
経
営
状
態
が
よ
く
て
長
年
存
続
し
、
役
者
の
教
養
教

育
も
重
視

し
た
革
新
的
な
科
班
は
き
わ
め
て
稀
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

口

中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
後

一
九
四
九
年

の
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国

以
降
、
陳
西
地
方
に
お

け
る
秦
腔
の
俳
優
教
育
は
、
お
も
に
"戯
曲
学
校
"
と
呼
ぼ
れ
る
教
育

組
織

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

[陳
西
省
戯
劇
志
編
纂
委
員
会
編

1
99
8
:5
2
5-
52
6
]°

そ

の
背
景

に
は
、
中

国
共
産
党

が
伝

統
演
劇

(特
に
京
劇
な
ど
)
を
人
民
教
化
と
政
治
宣
伝

の
手
段
と
し
て
重
視

し
、
役
者

の
組
織
的
な
養
成

の
た
め
に
全
国
各
地
で
戯
曲
学
校
を
設

立
し
た
、
と
い
う
事
情
が
あ
る

([北
京
市
芸

術
研
究
所

・
上
海
芸

術
研
究
所

組
織
編
　　
1
99
9
:
17
9
1-
1°。
ON
、
千
田

1
96
1
:14
6-
14
9]

も
参
照
)
。
戯
曲
学
校
と
は
、
伝
統
演
劇

の
専
門
学
校

の
こ
と
で
あ

り
、
今

で
は
芸
術
学
校
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

戯
曲
学
校

は
、
科
班
と
比

べ
て
具
体
的
に
次

の
よ
う
な
特
徴
を

も

っ
て
い
る
。
戯
曲
学
校
は
、
国
家

の
教
育
建
設
の

一
環
と
し
て
作

ら
れ
た
国
営

の
教
育
組
織

で
あ
り
、
民
営
で
自
然
発
生

・
自
然
消
滅

に
任
さ
れ
て
い
た
科
班
よ
り
も
、

は
る
か
に
経
営
が
安
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
劇
団
と

は
独
立
的

に
運
営
さ

れ
て

い
る
の
で
、
"
戯

班
"
付
属
の
科
班

の
よ
う
に
母
体
と
な
る
劇
団

へ
人
材
供
給
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
を
問
わ
ず
役
者
を
必
要
と
す
る
劇
団
の
た
め
に
俳

優
養
成
を
行

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
陳
西
省
戯
曲
学
校
の
場
合
、

陳
西
省
各
地
の
劇
団

へ
は
も
と
よ
り
、
青
海

省
や
甘
粛
省
の
劇
団

へ

も
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
き
た

[中
国
戯
曲
志
編
纂
委
員
会

・
《中

国
戯
曲
志

・
陳
西
省
》
編
纂
委
員
会

19
95
:
5
06
-5
0
7
]°
そ
し
て
、
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戯
曲
学
校

に
は
、
科
班
の
特
徴

で
あ

っ
た
関
書
大
発
も
な
く
、
普
通

の
学
校

の
よ
う
に
入
学
試
験
を
行

っ
て
い
る
。

一
方
、
戯
曲
学
校

は
、
教
育
方
法
や
教
育
内
容
に
関
し
て
も
、
封

建
的
な
特
徴
を
も

つ
科
班
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。
教
育
方
法
に

お
い
て
は
、
"打
罵
制
度
"
と
呼
ば
れ
る
方
法

(打
戯

の
よ
う
な
体

罰
に
よ
る
教
育
)
は
廃
止
さ
れ
、
"尊
師
愛
生
"
と
い
う
理
念

(教

師
と
生
徒

の
あ

い
だ
の
よ
り
平
等
な
関
係
)
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た

([北
京
市
芸
術
研
究

所

・
上
海
芸
術
研
究
所

組
織
編
著

19
99
:
18
0
3
-
1
°。宝
]
も
参
照
)
。
教
育
内
容
に
関
し
て
も
、
"専
業
教

育
"
(様
式

の
習
得
や
芝
居

の
稽
古
な
ど
の
専
門
教
育
)
だ
け

で
は

な
く
、
国
定

の
教
育
大
綱
に
も
と
つ

い
た
政
治
や
教
養
関
連

の
科
目

が
教
え
ら

れ
、
科
班
時
代
よ
り
も

"文
化
教
育
"
(国
語
や
算
数
な

ど
の
基
礎

教
養

の
教
育
)
が
よ
り
充
実
化
さ
れ
て
い
る
。
戯
曲
学
校

は
、
技
芸

の
伝
承
に
偏

っ
て
い
た
科
班
よ
り
も
、
道
徳
や
知
育
を
重

視
し
た
包

括
的
な
俳
優
教
育
を
行

っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
建
国
当
初

の
戯
曲
学
校
は
、
政
治
色

の
濃

い
も

の
で

あ

っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら

一
九
六
〇
年
代

に
か
け
て
は
、
"又

紅
又
専
"

(プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
政
治
思
想
と
専
門
技
術

の
両
方

を
身
に

つ
け
る
こ
と
)
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
叫
ば
れ
、
学
生
は
望

ま
し
い
政
治
的
思
想
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
、
政
治
運
動
や
社
会
活

動

(工
場
や
農
村

で
の
労
働
奉
仕
な
ど
)
に
も
参
加
し
て
い
た

[陳

西
省
戯
曲
学
校
研
究
室
編

這
い
O
]
([北
京
市
芸
術
研
究
所

・
上
海
芸

術
研
究
所

組
織
編
著

這
℃
ゆ
」
。。
$
山
。。=
、
千
田

19
6
1:
16
4-
165
]

も

参

照

)
。

ち

な

み

に

、

こ

の
当

時

、

戯

曲

学

校

に

在

籍

し

て

い
た

役

者

た

ち

は
、

次

の
よ

う

に
語

っ

て

い

る
。

当
時
、
私
た
ち
は
、
又
紅
又
専
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
芝
居

の
稽
古
だ
け
で
は
な
く
、
農
村
に
行

っ
て
夏

の
刈
り
入
れ
の
手
伝

い
も
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
社
会
主
義
革
命
を
担
う
文
芸
戦
士

と
し
て
、
演
技
力
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
政
治
思
想
も
身

に
つ
け

ム　
　

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

私
た
ち
は
、
農
民

の
生
活
に
対
し
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

農
村
で
麦
刈
り
や
脱
穀

の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
業

の
合
間
に
芝
居
の
稽
古
を
し
、
農
民
た
ち

に
秦
腔
を
演
じ
て
み
せ

ま
し
た
。
当
時
は
、
農
作
業
と
芝
居

の
稽
古
で
、
本
当
に
忙
し
い

ム　
　

毎

日

で

し

た

。

最
後
に
、
陳
西
地
方
に
存
在
し
た
歴
代
の
お
も
な
戯
曲
学
校

の
校

名
を
あ
げ

て
お

こ
う
。
陳
西
省

に
お
け
る
最

古

の

"戯
劇
学
院
"

(高
等
の
戯
曲
学
校
)

は
、

一
九
五
〇
年

一
月
に
西
安
近
郊
の
長
安

県

(現
在

の
長
安
区
)

に
作

ら
れ
た
西
北
芸

術
学
院
戯
劇
系
で
あ

る
。
中
等

の
戯
曲
学
校
に
関
し
て
は
、

一
九
五
七
年
六
月
に
西
安
で

設
立
さ
れ
た
陳
西
省
戯
曲
学
校
が
も

っ
と
も
古

い

[陳
西
省
戯
曲
学

校
研
究
室
編

日O
岩
、
中
国
戯
曲
志
編
纂
委
員
会

・
《
中
国
戯
曲
志

・

陳
西
省
》
編
纂
委
員
会

1
99
5
:
49
5
]°
そ
し

て
、

こ
れ
ら
の
戯
曲
学
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校

は
、
そ
れ
以
降
に
作
ら
れ
た
西
安
市
文
化
芸
術
学
校

(
一
九
六
〇

年
七
月
に
西
安
で
設
立
)
や
陳
西
省
戯
劇
創
作
研
究
班

(
一
九
六
二

年

一
月
に
西
安
で
設
立
)
な
ど
と
い
っ
た
他

の
戯
曲
学
校
に
も
、
大

き
な
影
響

を
与
え
た
。
た
だ
し
、
文
化
大
革
命
中

(
一
九
六
六
～

一

九
七
六
年

)
は
、
社
会
的
混
乱

の
な
か
で
、
多
く
の
戯
曲
学
校
が
閉

鎖
さ
れ
、

文
革
後
に
復

活
し
た
も
の
も
、

一
九
七
〇
年
代

の
後
半

(改
革
開

放
の
時
代
)
ま
で
開
校
し
な
か

っ
た
。
な
お
、
現
存
す
る

戯
曲
学
校

(現
在
で
は
芸
術
学
校
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
)
の
な

か
で
は
、

西
安
市
芸
術
学
校
と
陳
西
省
芸
術
学
校
が

一
定

の
影
響
力

を
も

っ
て

い
る
。
前
者
は
、

一
九
七
〇
年
八
月
に
西
安
で
設
立
さ
れ

た
西
安
市
文
芸
戦
士
訓
練
班
を
基
礎
と
す
る
も

の
で
、

一
九
八
三
年

一
二
月
に
正
式
に
開
校
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
前

述
の
陳
西
省
戯
曲
学
校
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、
文
革
後
の

一
九
七

八
年
六
月

に
再
建

(
一
九
六
五
～

一
九
七
八
年
ま
で
は
文
革
に
よ
り

閉
校
)
さ

れ
た
学
校

で
あ
る
。

三

三
つ
の
事
例
の
紹
介

秦
腔
演
劇
界
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
を
境
と
し
て
、
従

来

の
徒
弟
制
的
な
科
班
は
国
営
の
戯
曲
学
校

(現
在

の
芸
術
学
校
)

へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。
秦
腔
演
劇
界
で
は
、

こ
う
し
た
変
化
を

俳
優
教
育

組
織
の

「発

展
」
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
近
年

で
は
、
陳
西
省
戯
曲
研
究
院

と
い
う
秦
腔

の

"省
級
劇

院
"
(省
立
劇
団
)
に

"大
専
"
(短
大
の
よ
う
な
専
科
課
程
)
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
な
ど
、
秦
腔

の
俳
優
教
育

の
さ
ら
な
る
発
展
を

め
ざ
し
て
、
俳
優
教
育

の
高
等
教
育
化
も
進

み
つ
つ
あ
る

([有
澤

N
O
Oい
'
劉

Z
oo
m

も
参
照
)
。
と
こ
ろ
が
、

秦
腔
演
劇
界
で
は
、
今

で
も
、
科
班
か
ら
戯
曲
学
校

へ
と
い
っ
た
こ
う
し
た
直
線
的
な
発
展

過
程
に
沿
わ
な

い
よ
う
な
俳
優
教
育
組
織
も
存
在
し
て
い
る
。
本
稿

の
冒
頭
で
も
述
べ
た

"民
辮
戯
校
"
と
呼
ば

れ
る
俳
優
教
育
組
織
が

そ
う
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
陳
西
地
方

の
三

つ
の
民
営
演
劇
学

校

の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
事
例
1
は
二
〇
〇
四
年
六
月
～
二

〇
〇
八
年
九
月
に
か
け
て
の
断
続
的
な
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
お
よ
び
学

生
寮

で
の
住
み
こ
み
調
査

(
二
〇
〇
四
年
六
月
～
七
月
、
二
〇
〇
五

年
八
月
～
九
月
)
、
事
例
2
は
二
〇
〇
四
年
六

月
～
二
〇
〇
八
年

三

月
に
か
け
て
の
五
回

の
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
授
業
参
観
、
事
例
3

は
二
〇
〇
三
年
九
月
～
二
〇
〇
七
年
九
月
に
か
け
て
の
五
回

の
訪
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
授
業
参
観
に
よ
る
。

事
例
1

西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培
訓
中
心

西
安
市
長
安
区

の
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯

曲
培
訓
中
心

(写
真

2
)
は
、
西
安
市
南
部

の
長
安
路
上
に
あ
る
テ
レ
ビ
塔
か
ら
、
バ
ス

で
南

に

一
五
分
ほ
ど
行

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

(図
1
)。
醇
恵
芳
と

い
う
人
物

に
よ
っ
て
二
〇
〇

一
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
。
醇
恵
芳
は

六
十
代

の
女
性
教
師

で
あ
り
、
も
と
も
と
豊
富
な
舞
台
経
験
を
も

つ
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秦
腔
役
者

で
あ

っ
た
が
、
役
者
を
現
役
引
退
後
、
い
く

つ
か
の
国
営

の
演
劇
学
校
で
秦
腔
を
教
え
、
後
進

の
秦
腔
役
者
の
育
成

に
関
わ
っ

て
き
た
。
彼
女
が
こ
の
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培
訓
中
心
を
設
立

し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
職
場

(国
営
の
演
劇
学
校
)

の

同
僚
教
師

の
教
え
ぶ
り
に
疑
問
を
感
じ
、
ま
た
、
俳
優
教
育

の
質
に

問
題
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
は
、
秦
腔
に
対
し
て
深
い
愛
情

を
も

っ
て
お
り
、次
世
代

へ
の
秦
腔
の
継
承
に
危
機
感
を
抱

い
た

の

で
、
み
ず

か
ら
演
劇
学
校
を
設
立

し
て
よ
り
質

の
高

い
俳
優
教
育
を

施
そ
う
、
と
考
え

』

嵐

t

.

〈
m
.

霧熱
西安芸術学院秦腔戯曲培訓 中心の正門

(2005年8月 筆者撮影)

写真2

た

の
で
あ
る
。

当

校

は
、
"
秦

腔
表
演

"
(秦
腔

パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
)

と

"秦
腔
音
楽
"

(秦
腔
器
楽
演
奏
)

の
二
専
攻
だ
け
を

も

つ
五
年
全
寮
制

の
中
等
専
門
学
校

で
あ
る
。
生
徒
数

は
、
筆
者
が
最
後

に
当
校
を
訪
れ
た

二
〇
〇
八
年
九
月

当
時
、
男
女
あ
わ

せ
て
四
〇
名

(こ
の
う
ち
三
二
名
が
役
者
志
望
生

で
、
残
り
は
器
楽

演
奏
者

の
志
望
生
)
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
大
半
は
、
伝
統
的
に
秦
腔

が
き
わ
め
て
盛
ん
な
西
安
市
南
部
の
長
安
区

(俗
に
長
安
県
と
も
呼

ば
れ
る
)
を
出
身
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
校
に
は
、
五
名

の
教
師

が
お
り

(二
〇
〇
八
年
九
月
当
時
)
、
秦
腔
関
連

の
各
科
目
を
分
担

し
て
教
え
て
い
る
も
の
の
、
創
立
者

・
醇
恵
芳
先
生
が
も
っ
と
も
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、
校
長
を
務
め
て
学
校
運
営

に
携
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
も
芝

居
の
稽
古

の
授
業
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
校
は

「醇
先
生
の
学
校
」
と
呼
べ

る
よ
う
な
民
営
演
劇
学
校
で
あ
る
。

事
例
2

西
安
三
意
社
演
員
培
訓
班

西
安
市
長
安
区
引
鎮
の
西
安
三
意
社
演
員
培
訓
班
は
、
西
安
市
内

か
ら
バ
ス
で
東
南

に
三
〇
分
ほ
ど
の
引
鎮

に
あ
り
、
そ
の
中
心
に
位

置
す
る

(図
1
)。
秦
腔
演
劇
界

の
有
名
劇

団

・
三
意
社

の
付
属
俳

ム
ロ
　

優
養
成
組
織
と
し
て
、

一
九
九
七
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当

初

の
目
的
は
、
役
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
三
意
社
を
若
返
ら
せ

る
た
め
に
、
若
手
役
者
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
校
長
は
、
当

校

の
開
設
以
来
、
三
意
社
出
身
の
秦
腔
役
者

で
あ
る
郭
宏
継
と
い
う

人
物
が
務
め
て
い
る
。

当
校
は
二
〇
〇
三
年
に
転
換
期
を
迎
え
た
。
西
安
市
内
で
劇
団
改

革
が
本
格
的

に
始
ま
り
、
三
意
社
は
他
の
秦
腔
劇
団
と
統
合
さ
れ
た

の
で
、
三
意
社
の
付
属
俳
優
養
成
組
織
で
あ

っ
た
当
校
も
閉
鎖
の
危
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機
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
郭
宏
継
校
長
は
、
長
年
苦
楽

を
と
も

に
し
た
生
徒
た
ち
が
閉
校
に
よ

っ
て
行
き
場
を
失
う
の
を
み

る
に
忍
び
な
か

っ
た
の
で
、
三
意
社
か
ら
独
立
し
て
当
校
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、
当
校
は
二
〇
〇
三
年

九
月
に
、
ど

こ
の
劇
団
に
も
属
さ
な
い
民
営
演
劇
学
校
と
し
て
再
編

さ
れ
た

(校
名

の
変
更
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
)。
さ
ら
に
、
二
〇
〇

五
年
七
月
に
は
、
大
半
の
生
徒
た
ち

(
二
〇
〇
三
年
当
時

の
在
学
生

た
ち
)
が
卒
業
年
齢
を
迎
え
た
の
で
、
西
安
宏
蕾
秦
腔
芸
術
団
と

い

う
秦
腔
劇
団
を
た
ち
あ
げ
て
、
精
力
的

に
上
演
活
動
を
行
う
よ
う
に

ムセ
　

な

っ
た
。
現
在
は
西
安
宏
蕾
秦
腔
芸
術
団
の
名
で
も
呼
ば
れ
、
秦
腔

の
上
演

活
動
に
力
を
注
ぐ

一
方
、
新
た
な
生
徒
募
集
を
行

っ
て
俳
優

ムね
　

教
育
も
継
続
し
て
い
る
。

当
校

も
、
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培
訓
中
心
と
同
様
に
、
秦
腔

表
演

(
秦
腔
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
)
と
秦
腔
音
楽

(秦
腔
器
楽
演
奏
)

の
二
専
攻

だ
け
を
も

つ
五
年
全
寮
制

の
形
式
を
と
る
。
生
徒
数

(卒

業
し
て
劇

団
員
と
な

っ
て
い
る
者
も
含
む
)
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月

の
筆
者

の
最
終
訪
問
時
、
男
女
あ
わ
せ
て
三
三
名

(
こ
の
う
ち
二
五

名
が
役
者
志
望
生

で
、
残
り
は
器
楽
演
奏
者

の
志
望
生
)

で
あ

っ

た
。
彼

ら
の
大
半
は
、
地
元
の
西
安
市
長
安
区
の
出
身
者
で
あ
る
。

ま
た
、
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培
訓
中
心
の
よ
う
に
、
校
長
が
相

対
的
に
大

き
な
影
響
力
を
も

つ
民
営
演
劇
学
校
で
あ
る
。
郭
宏
継
校

長

(劇
団
成
立
後
は
劇
団
長
も
兼
ね
る
)
は
、
生
徒
た
ち
か
ら

∠

把
手
"

(腕
利
き
)
と
呼
ば
れ
る
統
率
力

に
優
れ
た
カ
リ
ス
マ
的
な

指
導
者

で
あ
る
。
当
校

は
、
郭
宏
継
と

い
う
人
物
を
抜
き
に
し
て
は

η

語

れ

な

い
。

事
例
3

浬
陽
劇
団
周
至
培
訓
班

西
安
市
周
至
県
辛
家
塞
郷

の
浬
陽
劇
団
周
至
培
訓
班

(俗
に
渥
周

劇
校
と
呼
ば
れ
る
)
は
、
西
安
市
内
か
ら
西

に
バ
ス
で

一
時
間
半
ほ

ど
の
周
至
県
に
あ
り
、
そ
の
町
外
れ
に
位
置

す
る

(図
1
)。
も
と

も
と
西
安
市
戸
県
の
あ
る
民
営
劇
団
の
俳
優
養
成
組
織
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
の
初
頭
に
深
刻
な
経
営
不
振
に
陥

っ
た

の

で
、
周
至
県
劇
団
の
辛
軍
傑
と

い
う
劇
団
幹
部
が

一
九
八

一
年

に
当

校
を
引
き
継
ぎ
、
劇
団
か
ら
独
立
し
た
民
営
演
劇
学
校
と
し
て
、
現

在

の
周
至
県
辛
家
塞
郷
に
学
校
を
転
居
し
た
。
開
校
当
時
、
辛
家
塞

郷
劇
校
と
呼
ば
れ
、
初
代
校
長
は
辛
軍
傑
が
務
め
た
。
以
来
、

一
九

九
〇
年
代
に
経
営
不
振
で

一
時
的
に
閉
校
し

て
い
た
期
間
も
あ

っ
た

も
の
の
、
今
日
ま
で
三
十
年
近
く
存
続
し
て
き
た
。
辛
軍
傑
校
長
は

X
10
0

1
年
三
月
に
隠
居
し
、
そ
の
後
は
息

子
の
辛
軍
軍
が
校
長
を

務
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
、
威

陽
市
の
浬
陽
県
劇
団
と

提
携
し
、
漣
陽
劇
団
周
至
培
訓
班
と
校
名
を
改
め
、
脛
陽
県
劇
団
の

付
属
俳
優
養
成
組
織
と
な

っ
た
。

当
校

は
、
"戯
曲
班
"
(秦
腔

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
)、
"
器
楽
班
"

(秦
腔
器
楽
演
奏
)、
"歌
舞
班
"

(中
国
舞
踊

)
の
三
専
攻
を
も

つ
中

等
専
門
学
校
で
あ
り
、
秦
腔
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
秦
腔
器
楽
演
奏
を

専
攻
す
る
生
徒
に
は
四
年
全
寮
制
を
課
し
て

い
る

(中
国
舞
踊
は
、



二
年
全
寮
制
で
あ
る
)
。
生
徒
数

は
、
筆
者
が
最
後
に
訪
れ
た
二
〇

〇
七
年
九
月
に
は
、
男
女
あ
わ

せ
て
四
五
名

い
た

(写
真
3
)。

こ

の
う
ち
二
七
名
が
役
者
志
望
生
、
ま
た
、
七
名
が
器
楽
演
奏
者
の
志

望
生
で
、
残
り
は
舞
踊
を
専
攻

す
る
生
徒
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
大
半

は
、
当
校

の
あ
る
周
至
県
、
お
よ
び
、
そ
の
近
辺
地
域

の
者
で
あ
る

が
、
二
〇
〇
三
年
以
降

は
、
提
携
先

の
脛
陽
県
劇
団
が
威
陽
地
方
か

ら
も
生
徒

を
連
れ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
、
当
校
は

「辛
家

の
学
校
」

と
呼
べ
る
よ
う
な
特
徴
を
も

っ
て
い
る
。
当
校
に
は
、
二

〇

〇
七

年

九

月
当

.
,

奪

,

時
、
校
長
も
含
め
て

碧

-
-

写真3浬 陽劇 団周至培訓班の生徒たち

(当校のグラウン ドにて2006年3月 筆者撮影)

一
〇
名

の
教
師
が

い

た
も
の
の
、
現
校
長

は
そ
の
な
か
で
も
ひ

と
際
影
響
力
を
も

つ

存
在
で
あ
る
。
強

い

統
率
力
で
二
〇
年

の

あ
い
だ
学
校
を
切
り

盛
り
し
て
き
た
前
校

長
の
息
子
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
彼

の

発
言
力
を
高
め
て
い

る
。

四

事
例
の
分
析

科
班
と
の
比
較
か
ら
ー

三
つ
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
現
在

の
秦
腔
演
劇
界
で
も
っ
と
も
精

力
的
に
俳
優
教
育
を
行

っ
て
い
る
民
営
演
劇
学
校

で
あ
る

(表
1
)。

興
味
深

い
こ
と
に
、

こ
れ
ら
の
民
営
演
劇
学
校

に
は
、
か
つ
て
の
科

班
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
特
徴
が
多
々
み
ら

れ
る
。
確
か
に
、
形
式

上
は
、
戯
曲
学
校

(芸
術
学
校
)

の
体
裁
を

と

っ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
実
態
は
、

い
く
つ
か
の
点
で
科
班
に
近
似

し
て
い
る
。
で
は
、

こ
れ
ら
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
点

で
科
班
に

似
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

第

一
に
、
経
済
条
件

の
悪
さ
で
科
班
と
似
通

っ
て
い
る
。
科
班
は

個
人
出
資
の
民
営
組
織
だ

っ
た
の
で
、
貧
し
く
て
経
済
的

に
安
定
し

な
い
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

以
上

の
民
営
演
劇
学
校
も
個
人
出
資

の
民
営
組

織
な

の
で
、
経
済
条

件
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば

、
西
安
三
意
社
演
員
培

訓
班
は
、
三
意
社

の
付
属
俳
優
養
成
組
織
と

し
て
設
立
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
三
意
社
自
体
が
経
営
困
難
に
直

面
し
て
い
た
の
で
、

付
属

の
演
員
培
訓
班
に
は
十
分
な
財
政
援
助

を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
。
当
校

の
開
設
当
時

(
一
九
九
七
年

)
、
郭
宏
継
校
長
は
、

百
個

の
豆
炭
、
二
〇
袋

の
カ

ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、

二
〇
袋

の
ザ

ー
サ

イ
、

一
本
の
竹
ほ
う
き
な
ど
の
生
活
物
資

の
他
は
、
劇
団
か
ら
何
も

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
郭
宏

継
校
長
た
ち
は
、
溺
河

現代中国の「科班」の特徴 と展開273



三つの民営演劇学校の基本情報表1

校 名 現校長 設立年 生徒数 修業年限

西安芸術学院秦腔戯曲培訓中心 醇恵芳 2001年 40名 5年

西安三意社演員培訓班 郭宏継 1997年 33名 5年

脛陽劇団周至培訓班 辛軍軍 1981年 45名 4年

注:生 徒数は筆者 の最終訪 問時の もの。

出所:現 地でのインタビューにより作成。

の
河
川
敷
を
野
外
の
稽
古
場
と
し

て
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
簡
素

な
レ
ン
ガ
造
り
の
平
屋

(学
生
寮

や
教
員
宿
舎
と
し
て
利
用
)
で
寝

泊
ま
り
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
と

Σ

〈
4ー
〉
°

A　西
安
三
意
社
演
員
培
訓
班
の
困

窮
ぶ
り
を
反
映
す
る
ひ
と
つ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。
筆
者

が
当
校
を
初
め
て
訪
れ
た
二
〇
〇

四
年

六
月

一
三
日

の
こ
と

で
あ

る
。
当
時
、
当
校
は
、
二
〇
〇
三

年
に
本
格
化
し
た
西
安
市
内

の
劇

団
改
革

(こ
の
改
革

に
つ
い
て
は

後
述
す
る
)
の
影
響
を
受
け
て
、

深
刻

な
経
営
危
機

に
瀕

し

て
い

た
。
こ
の
時
期
、
多
く
の
生
徒
が

秦
腔
を
見
限
り
、
当
校
を
去

っ
て

い
っ
た
。
ま
た
、
残

っ
た
生
徒
た

ち
も
、
雨
漏
り
の
す
る
簡
素
な
レ

ン
ガ
造
り
の
小
屋
に
住
み
、
食
費

を
か
な
り
切
り
詰
め
た
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
た
。
郭
宏
継
校
長
自

身
も
、
雨
漏
り
の
す

る
小
屋
で
暮
ら
し
、

壊
れ
た
家
具
に
囲
ま

れ
て
校
務
を
こ
な
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
状
態
に
あ
る
と
き

に
、
筆
者
は
当
校
を

訪
れ
た

(写
真
4
)。

当
時
、
筆
者
が
訪
れ

る
と
い
う
知
ら
せ
を

受
け
た
郭
宏
継
校
長

は
、
壊
れ
た
古

い
椅

子
し
か
な
い
客
間
に

外
国
人
を
と
お
し
た

く
な
か

っ
た
の
で
、

写真4西 安三意社演員培訓班 の学生寮と教員宿舎

(2004年6月 筆者振影)

知
り
合
い
の
と
こ
ろ
か
ら
ソ
フ
ァ
ー
を
急
遽

借
り
て
き
た
。
郭
宏
継

校
長
に
よ
る
と
、
「外
国
か
ら

の
お
客

さ
ん

に
見
苦
し
い
と

こ
ろ
を

み
せ
る
の
は
恥
ず
か
し
い
の
で
、
ソ
フ
ァ
ー
を
借
り
て
き
て
客
間
を

ムほ
　

 少
し
で
も
ま
し
に
み
せ
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
。

以
上

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
西
安
三
意
社
演
員
培
訓
班
の
当
時

の
経

営
状
態

の
悪
さ
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
現
在

の
経
営
状
態
は
改

善
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
何
度
も
経
営
破

綻
し
そ
う
に
な

っ
た
。

な
お
、
多
少
の
程
度
差
こ
そ
あ
る
も

の
の
、
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯

274



曲
培
訓
中
心
と
脛
陽
劇
団
周
至
培
訓
班
も
、
経
済
条
件
に
恵
ま
れ
ず

同
じ
よ
う

に
苦
し

い
経
験
を
し
て
き
た
、
と
い
う
点
を

つ
け
加
え
て

お
き
た

い
。

第

二
に
、
教
育
条
件

の
悪
さ
と

い
う
点

で
も
科
班
と
似
て
い
る
。

第

二
節

で
述

べ
た
よ
う
に
、
陳
西
地
方

の
多
く
の
科
班
は
、
貧
し
く

て
簡
素

な
設
備

し
か
も
た
ず
、
教
育
方
法
と
い
っ
て
も
、
"
口
伝
心

授
"
(
口
伝
え

の
稽
古
)
と

"打
戯
"
(体
罰
に
よ
る
稽
古
)

に
頼

る

ぼ

か

り

で

あ

っ
た

。

一
方

、

民

営

演

劇

学

校

も

、

写真5浬 陽劇団周至培訓班の教室(2007年9月 筆者撮影)

教
育
条
件
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
は
い

え
ず
、
教
育
方
法

も
き
わ
め
て
単
純

で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
漣
陽
劇
団
周

至

培

訓

班

の
場

合
、
芝
居

の
稽
古

は
、
屋
内

で
は
な

く

グ

ラ

ウ

ン
ド

(
工
場
跡
地

の
デ

コ
ボ

コ
の
広
場
を

グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し

て
使
用
)
で
行
う

し
、
読
み
書
き
の

授
業
は
、
埃
だ
ら

け
の
薄
暗

い
教
室

(工
場
の
作
業
場
を
改
造

し
た
部
屋
)
で
実
施
す

る

(写
真
5
)。
ま
た
、
教
育
方
法
に

つ
い

て
も
、
芝
居

の
稽
古

に

ハい
　

関
し
て
は
、
口
伝
心
授

の

一
辺
倒

で
あ
る
。
国
営

の
戯
曲
学
校

(芸

術
学
校
)
で
は
、
芝
居
の
稽
古

で
も
、
映
像
資
料
を
も
ち

い
た
り
、

生
徒
に
劇
中
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
作
文

を
書
か
せ
た
り
、
と
い

ハロ
　

ろ
い
う
な
工
夫
を
施
し
て
い
る

[清
水

N
O
O
亭
]。
そ
れ
に
比

べ
て
、

漣
陽
劇
団
周
至
培
訓
班
の
よ
う
な
民
営
演
劇
学
校

で
は
、
映
像
資
料

を
使
え
る
設
備
が
な
か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
授
法

を
柔
軟
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
教
師
に
力
量
が
な
か

っ
た
り

(教

師

の
教
育

レ
ベ
ル
が
あ
ま
り
高

く
な

い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
)

と
、
芝
居
の
稽
古
に
お

い
て
、
そ
う
い
っ
た
教
育
面
で
の
工
夫
を
行

う
条
件
が
整

っ
て
い
な

い
。

第
三
に
、
科
班
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
師
弟
関
係
も
み
ら
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
科
班
で
は
、
関
書

大
発
と
呼
ば
れ
る
契
約

書
に
も
と
つ

い
た
厳
格
な
師
弟
関
係
が
結
ば

れ
て
い
た
。
関
書
大
発

は
、
師
匠
の
権
利
と
弟
子
の
義
務
に
つ
い
て
明
記
し
、
技
芸
を
伝
承

す
る
/
さ
れ
る
関
係
の
確
立
を
促
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
師
弟
間

の

全
人
格
的
な
関
係

の
形
成

に
も
貢
献
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
民
営
演
劇
学
校
に
は
、
関
書
大
発
の
よ
う
な
封

建
的
な
契
約
書
は
も
は
や
存
在
し
な
い
が
、
師
弟
間
に
は
、
芸

の
伝

承
者

(師
匠
)
と
被
伝
承
者

(弟
子
)
の
関
係
と

い
う
域
を
超
え

た
、
き
わ
め
て
全
人
格
的
な
関
係

(封
建
的
な
性
格

の
も
の
で
は
な

い
も
の
の
)
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲

現代中国の「科班」の特徴と展開z75



培
訓
中

心
で
は
、
醇
恵
芳
校
長
は
、
生
徒
た
ち
と
教
師
と
し
て
だ
け

で
は
な

く
、
「母
親
」
的
な
存
在
と
し
て
も
接
し
て
い
る
。
当
校

に

は
、
家

が
貧
し
く
て
、
学
費
も
ろ
く
に
払
え
な
い
よ
う
な
生
徒
た
ち

が
何
人

か
い
る
。
醇
恵
芳
校
長
は
、
そ
う

い
っ
た
生
徒
た
ち
を
家
に

呼
ん
で
ご
飯
を
食

べ
さ
せ
た
り
、
生
活
費
を
援
助
し
た
り
す
る
。
も

し
生
徒

が
病
気
に
な
っ
た
ら
、
醇
恵
芳
校
長
が
私
費

で
病
院
に
連
れ

て
行

っ
た
り
、
自
分

の
家
で
休
ま
せ
た
り
も
す
る
。
ま
た
、
卒
業
間

近

の
生
徒

た
ち

の
た
め
に
は
、
秦
腔
演
劇
界

の
つ
て
を
頼

っ
て
、
親

身
に
就
職

先
の
確
保
に
奔
走
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
醇
恵
芳
校
長
は
、
生
徒
た
ち
と
日
常
生
活
全
般
に

お
い
て
深

く
関
わ
っ
て
お
り
、
疑
似
家
族
的
な
関
係
を
形
成
し
て
い

る
。
も
ち

ろ
ん
、
彼
ら
が
こ
う
し
た
親
し

い
関
係
を
築
く
の
は
、
西

安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培
訓
中
心
の
よ
う
な
民
営
演
劇
学
校
が
全
寮

制
で
あ
り
、
教
師
と
生
徒
が
多
く
の
時
間
を
と
も
に
過
ご
す
機
会
を

も

つ
こ
と

も

一
因
と
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
民
営
演
劇
学
校
に
お
け
る
教
師
間

の
分
業
が
比
較
的
未
分

化
で
あ
り
、
醇
恵
芳
校
長
や
郭
宏
継
校
長
と

い
っ
た
特
定

の
人
物
が

大
き
な
影
響
力
を
も

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
よ

う
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
国
営

の
戯
曲
学
校

(芸
術
学
校
)
で
は
、

生
活
指
導

の
担
当
者
、
芝
居
の
稽
古

の
担
当
者
、
基
礎
科
目
の
担
当

者
、
と

い
っ
た
よ
う
な
教
師
間

の
分
業
が
発
達
し
て
お
り
、
醇
恵
芳

校
長
の
よ
う
に
飛
び
抜
け
た
影
響
力
を
も
ち
、
ひ
と
り
で
幅
広
く
仕

事
を
こ
な
す
、
と
い
っ
た
万
能
型

の
教
師
は
ほ
と
ん
ど
み
か
け
な
い

[清
水

NO
O
討
]。
そ
し
て
、
教
師
た
ち
は
、
自
分

の
仕
事

の
担
当
範

囲
内

で
し
か
生
徒
と
接
点
を
も
た
な
い
、

と

い
う
こ
と
も
よ
く
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
民
営
演
劇
学
校
で
は
、
教
師
の
数
が
限
ら
れ
て
お

り
、
教
師
間

の
分
業
が
未
発
達
で
あ
る
う
え

に
、
創
立
者

の
醇
恵
芳

校
長

の
よ
う
な
人
物
は
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
、
学
校
運
営
全
般
と

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
、
生
徒
た
ち
は
、

醇
恵
芳
校
長
た
ち
と
授
業
以
外

で
も
ひ
ん
ぱ

ん
に
関
わ
り
を
も
ち
、

深

い
絆
を
形
成
し
や
す

い
の
で
あ
る
。

五

事
例
の
考
察
-

設
立
背
景
に
つ
い
て

三
つ
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
科
班
と
の
比
較
か
ら
、

「科
班
」
的

な
特
徴
を
も

つ
俳
優
教
育
組
織
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、

こ
れ
ら

の
民
営
演
劇
学
校
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
設
立

さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

端
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
民
営
演
劇
学
校

の
設
立
は
、
近
年

の

秦
腔
の
不
振
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
近
年

の
秦
腔

は
、
改

革
開
放
政
策

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
テ
レ
ビ

の
普
及
や
娯
楽
の
多

様
化
の
影
響
を
受
け
て
、
か

つ
て

(特
に
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国

前
と
建
国
直
後
か
ら
文
革
直
前
ま
で
の
こ
ろ
)
の
輝
き
を
失

っ
て
し

ま

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
秦
腔
が
人
々
の
数
少
な
い
楽
し
み
の
ひ

と

つ
で
あ

っ
た
時
代
は
終
わ
り
、
都
市
部
を
中
心
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

や
ア
ニ
メ
や
映
画
な
ど
と
い
っ
た
娯
楽
の
選
択
肢
が
大
幅

に
増
え
た
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の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
劇
場
ま
で
秦
腔
を
観
に
行
く
者

(特
に
青
少
年
)

は
少
な
く

な

っ
て
い
る
の
で
あ

る

([崔
主
編

這
Oひ
]
も
参
照
)。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
専
門

の
劇
団
に
よ
る
秦
腔

の
市
内
公
演

の
回
数
は
減
少
し
、
各
劇
団
は
上
演
収
入
が
減

っ
て
経

営
難
に
直
面
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
秦
腔
演
劇
界

の
指
導

者
た
ち
は
、
秦
腔

の
建

て
直
し
を
は
か
ろ
う
と
、

二
〇
〇
三
年
ご
ろ

か
ら
西
安
市
内

で
劇
団
改
革
を
本
格
化
し
、
市
内
に
四
つ
あ

っ
た
秦

腔
劇
団

(市

レ
ベ
ル
の
秦
腔
劇
団
)
を
ひ
と

つ
に
統
合
し
て
、
余
剰

人
員
の
大
幅
な
削
減
を
行

っ
た
。

こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
劇
団

の
リ
ス

ト
ラ
で
あ
り
、
各
劇
団

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
以
上

で
あ
げ
た
三
つ
の
民
営
演
劇
学
校

は
、
秦
腔

へ
の

深

い
愛
情

に
つ
き
動
か
さ
れ
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
秦
腔
演
劇
界

の

こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
直
接
的
、
あ
る
い
は
、
間
接
的
な
反
応
と

い
う
形

で
設
立
さ
れ
た
、
と

い
う
点
を
指
摘
し
た
い
。
脛
陽
劇
団
周

至
培
訓
班

の
場
合
、
か
つ
て
の
母
体
劇
団

(西
安
市
戸
県

の
民
営
劇

団
)
が
上
演
収
入
の
減
少

に
よ

っ
て
経
営
不
振
に
陥

っ
た
の
で
、
秦

腔
の
行
く
末
を
案
じ
た
辛
軍
傑
が
独
立
し
た
民
営
演
劇
学
校
と
し
て

再
出
発
さ

せ
た
。
ま
た
、
西
安
三
意
社
演
員
培
訓
班
の
場
合
、
若
手

役
者
を
養
成
し
て
母
体
劇
団

の
三
意
社
を
活
性
化
し
、
不
振

に
あ
え

ぐ
秦
腔
の
振
興
に
貢
献
し
よ
う
と
、
当
初
は
三
意
社
の
付
属
俳
優
養

成
組
織

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
三
年
ご

ろ
に
始

ま
っ
た
劇

団
改
革
に
よ

っ
て
三
意
社
が
他
の
秦
腔
劇
団
と
統
合
さ
れ

る
と
、
郭
宏
継
は
当
校
を
独
立
し
た
民
営
演
劇
学
校
と
し
て
再
編
し

た
。
郭
宏
継
が
こ
の
よ
う
に
し
て
当
校
を
継
続
し
た
背
景
に
は
、
衰

退
化
し

つ
つ
あ
る
秦
腔
を
若
手
役
者

の
養
成

に
よ
っ
て
活
性
化
し
た

い
、
と
い
う
思
い
も
あ

っ
た
。

一
方
、
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培

訓
中
心
に
関
し
て
は
、
以
上
で
述
べ
た
秦
腔
演
劇
界

の
不
振
状
態
と

は
直
接
的
な
関
係
が
な
い
も
の
の
、
そ
の
設
立
の
背
景
に
は
、

こ
れ

ま
で
勤
め
て
い
た
国
営

の
演
劇
学
校

の
俳
優
教
育

の
在
り
方
に
疑
問

を
も
ち
、
よ
り
良
い
俳
優
教
育
を
行

っ
て
秦
腔
演
劇
界
を
担
う
次
世

代
の
育
成
に
貢
献
し
た
い
、
と
い
う
創
立
者

・
醇
恵
芳
の
強

い
願
い

が
あ

っ
た
。
醇
恵
芳
も
、
秦
腔

の
行
く
末
を
案
じ
、
若
手
役
者

の
養

成
を
と
お
し
て
秦
腔
演
劇
界
を
盛
り
上
げ
た

い
、
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

三
つ
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
不
振
状
態
に
あ
る
秦
腔

へ
の
創
立
者

た
ち
の
深
い
愛
情
を
原
動
力
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
で
は
、
こ
れ
ら

の
民
営
演
劇
学
校
は
、
秦
腔
演
劇
界

の
な
か

で
、
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

こ
れ
ら
は
、
経
済
発
展
の
著

し
い
現
代
中
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
意
義
を
も

つ
の
だ
ろ

う
か
。

は
じ
め
に
、
民
営
演
劇
学
校

の
今
後
に
つ
い
て
語
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
民
営
演
劇
学
校
は
、
俳
優
養
成
に
お
い
て
、

い
ず
れ
も
あ
る
程
度

の
成
功
を
収
め
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
浬
陽
劇
団
周
至
培
訓
班

の
生

現代中国の「科班」の特徴 と展開277



徒
は
、

"陳
西
電
視
台
"
(陳
西
省
テ
レ
ビ
局
)
の

「秦
之
声
小
児
戯

迷
大
叫

板
」

と

い
う
秦
腔
の
番
組

で
何
度
も
賞
を
獲
得

し
て
き
た

し
、
西
安
芸
術
学
院
秦
腔
戯
曲
培
訓
中
心

の
生
徒
も
、
"
小
梅
花
大

賓
"
や

"小
児
戯
曲
大
賓
"
な
ど
の
大
き
な
演
劇
大
会

(少
年
少
女

の
み
参

加
す
る
演
劇
大
会
)
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

て
き
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
も
浴
び

て
い

る
。
と

り
わ
け
、
西
安
三
意
社
演
員
培
訓
班
に
関
し
て
は
、
深
刻
な

経
営
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
多
く
の
若
手
役
者
を
立
派
に
育
成

し
て
き

た
郭
宏
継
校
長

の
努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
秦
腔
演
劇
界
の

模
範
的
人
物
と
し
て
、
"中
央
電
視
台
"
(国
営
中
央
テ
レ
ビ
局
)
や

"陳
西
電

視
台
"
な
ど
か
ら
も
取
材
を
受
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
秦
腔
演
劇
界
に
お

い
て
そ

の
名
を
轟
か
せ
て
お
り
、
確
か
な
足
跡
を
残
し
つ
つ
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
は
経
営
が
安
定

し
な
い
民
営
組
織
な
の
で
、
こ

の
先
も
ず

っ
と
存
続
す
る
と
い
う
保
障
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
民
営
演
劇
学
校
が
な
く
な
っ
て
も
、
誰
か
が
醇
恵
芳
校
長
や
郭
宏

継
校
長

の
精
神
を
引
き
継

い
で
、
同
じ
よ
う
な
民
営
演
劇
学
校
を
設

立
す
る
可
能
性

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
秦
腔
演
劇
界
に
は
、
秦
腔

を
深
く
愛
し
、
秦
腔

の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
者
は
ま
だ

た
く
さ
ん

い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
者
た
ち
が
こ
れ
ら
の
民
営

演
劇
学

校
の
先
例
に
な
ら
っ
て
、
自
分
の
民
営
演
劇
学
校
を
立
ち
上

げ
、
人
材
育
成

に
よ
る
秦
腔

の
振
興
を
め
ざ
す
こ
と
は
あ
り
え
る
の

ハ　
　

で
あ

る

。

で
は
、
こ
れ
ら
の
民
営
演
劇
学
校
は
、
急

速
な
経
済
発
展
の
進
む

現
代
中
国
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
存
在

意
義
を
も

つ
の
だ
ろ
う

か
。
現
在
の
中
国
で
は
、
社
会
に
拝
金
主
義

が
は
び
こ
り
、
多
く
の

人
々
は
金
も
う
け
を
優
先
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

陳
西
地
方
で
も
、
金
を
稼
ぎ
た
い
と
思

っ
て
い
る
者
は
、
秦
腔
役
者

に
は
ま
ず
な
ろ
う
と
思
わ
な
い
。
秦
腔
役
者

は
、
下
積
み
時
代
が
長

く
て
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
振
の
影
響

で
薄
給
に
甘
ん
じ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
少
し
で
も
経
済
観
念

の
あ
る
者
な
ら
、
衰
退
化

し

つ
つ
あ
る
秦
腔
演
劇
界
で
金
が
稼
げ
る
と

は
思
わ
な

い
の
が
現
実

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
な
か
で
、
金
も
う
け
と
は
無
縁

の
民
営
演
劇
学
校
を
経
営
し
、
貧
困
と
闘

い
な
が
ら
後
進

の
秦
腔
役

者
の
育
成

に
力
を
注
ぐ
、
醇
恵
芳
校
長
や
郭
宏
継
校
長
と

い
っ
た
人

物
は
、
奇
特
な
存
在

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
多
く
の
優

秀
な
若
手
役
者
を
輩
出
し
、
秦
腔
演
劇
界
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
れ

ら
の
民
営
演
劇
学
校
は
、希
少
価
値
を
も

つ
存

在
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
民
営
演
劇
学
校

は
、

か

つ
て
の
科
班
を
彷
彿
さ
せ
る
俳
優
教
育
組
織
で
あ
り
、
時
代
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
旧
態
依
然
と
し
た
教
育
実
践
を
行

っ
て
い

る
。
そ
の
う
え
、
経
済
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
民
営
組
織
な
の
で
、

い

つ
ま
で
存
続
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。
と
は
い
う
も

の
の
、
経
済
発
展

を
重
視
す
る
社
会
的
風
潮

の
な
か
で
も
、
秦
腔
の
よ
う
な
伝
統
文
化

に
深

い
愛
情
を
も
ち

つ
づ
け
る
熱
心
な
人
々
が
い
る
こ
と
を
世
に
知

ら
し
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
諸
条

件
の
な
か
で
も
成
果
を
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あ
げ

て
い
る
醇
恵
芳
校
長
や
郭
宏
継
校
長
た
ち
の
実
践
は
、
秦
腔

の

よ
う
な
伝
統
芸
能
の
継
承
と
振
興

の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、
人
々
に

改
め
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

い
く

つ
か

の
意
味
で
、

こ
れ
ら

の
民
営
演
劇
学
校
は
、
現
代
中
国

に

お
い
て
興
味
深
い
存
在
で
あ
り
、
今
後
も
注
目
に
値
す
る
。

注〈
1
>

も

っ
と
も
、
今

で
は

、
新

編

の
歴

史
劇

な

ど
を
上
演

す

る
と

き

は
、
豪
華

な
舞
台

セ

ッ
ト

を

も
ち

い
る
よ

う

に
な

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

役
者

の
演

技

が

重

要

な

位

置

を

占

め

る

こ
と

に

は
変

わ

り

な

い
。

〈
2
>

秦

腔

が
盛

ん
な

陳

西
省

は
、

俗

に

"
文

化
大

省

"

(文

化

が

豊

か

な
省
)

と
呼
ば

れ

る

こ
と

も

あ

り
、

こ

の
他

に
も
、

"碗

碗

腔

"

や

"
眉
戸
"

や

"
漢

調

二
簑

"

な
ど

の
劇
種

が
豊

富

に
あ

る
。

し
か

し
、
秦

腔

は
、

こ
れ
ら

の
な

か

で
も
、

陳

西
省

で
は
も

っ
と

も
広

く

普
及

し

て

い
る
大
劇

種

で
あ

る

[
《
中

国

戯

曲
劇

種
大

辞

典
》

編

輯

委

員
会

1
9
9
5
:
15
2
6
]
°

な

お
、
秦

腔

に
は
、

"
同
州

榔
子

"

や

"
西

府
秦

腔
"
や

"
漢
調

祝
桃

"

な

ど

の
地

域

に

よ
る
流
派

も
存

在

す

る

が
、

本
稿

で
お
も

に
取

り

上

げ

る

の
は
、

"
中
路

秦

腔

"

("
西
安

乱

弾

"
と

も
呼

ば
れ

る
)

と

い
う

西
安

を
中

心

に
継
承

・
発
展

さ

れ

て

き
た
秦
腔

で
あ

る
。

秦

腔

の

こ
う

し
た
地

域
流

派

の
詳
細

に

つ
い
て

は
、
蘇

[2
0
0
9
:
1
0
3
-
1
1
9
]

や

《
中

国
戯

曲
劇

種
大

辞
典
》

編
輯

委

員
会

[
19
9
5
:
1
5
3
7
-
1
5
5
5
]

な

ど
を
参

照

さ

れ
た

い
。

〈
3
>

秦
腔

の
芸
能

的

な
特

徴

に

つ
い
て

の
さ
ら

な

る
詳

細

は
、
焦

・

閻

[N
O
O
い
]
や
蘇

[2
0
0
9
]

な
ど

を
参

照

さ
れ

た

い
。

な

お
、
秦

腔

に

つ
い
て
は
、
筆

者

の
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

(西
安

演
劇

紀
行

/

日
本
秦

腔

網

h
ttp
://w
w
w
g
eo
citie
s.jp
/g
in
g
ia
n
g
_
co
m
/)
で
も
紹

介

し

て
い
る
。

〈
4
>

下
位

分
類

に

は
、

た
と

え
ば

、
生

の
役

割

の
下
位

分
類

の

"
須

生

"

(中

年
以
上

の
男

性
役

)
、

"
小
生

"

(若

い
美

男

子

の
役

)
、

"
武

生

"

(
立

ち

回
り

中

心

の
役

)

な

ど

が

あ

る

[
焦

・
　

2
0
0
5
:
12
5
-

1
3
0
]
°

〈
5
>

こ

の
D
V
D

は
、
西
安

の
大

き

な
書
店

な

ら
、

大
概

ど

こ

で
も

購

入
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

〈
6

>

科

班

は
、

"
班
社

"

や

"
学
社

"
と

し

ば

し
ば

混

同

さ
れ

る

か

も

し

れ
な

い
が
、
班

社

や
学
社

は
劇

団

の
旧
称

で
あ

り
、
必
ず

し

も

俳

優
教

育
を

主
と

す
る
科

班

そ

の
も

の
を
さ

し

て
は

い
な

い
。

た

だ

し

、
後

述
す

る

よ
う

に
、

科
班

は
、

"
戯

班

"

(民

営
劇

団

の
旧
称

)

と

深

い
関

わ
り

を
も
ち
、

そ

れ

に
付

随

す

る
も

の
も

あ

っ
た

の
で
、

班

社

や
学
社

(戯

班

の
多

く

は

こ

の
よ
う

に
呼
ば

れ

た
)

は
、
科

班

と

密
接

な
関

係

を
も

っ
て

い
た
と

い
え
る
。

な

お
、

科
班

の
特
徴

に

つ
い

て
の
さ
ら

な

る
詳

細

は
、
江

・
和

[2
0
0
1
:
1
7
-
1
8
]

を
参

照
さ

れ
た

い
。

〈
7
>

民
国

元
年

(
一
九

一
二
年
)

に
設

立

さ
れ

た
陳

西
易
俗

伶

学
社

の
付

属
科

班

が
そ

の
代

表
例

で
あ

る
。

陳

西
易

俗
伶

学
社

は
、

陳
西

同
盟

会
会

員

の
李
桐
軒

や
孫

仁
玉

な

ど
と

い

っ
た

、
当
時

の
進

歩
的

知
識

人

と
さ

れ
る
者

た
ち

に

よ

っ
て
設
立

さ

れ
た
劇

団

で
あ

り
、
劇

団

の
指
導

者

た
ち

は
、
伝
統

演
劇

を

と

お
し

て
民

衆

を
啓
蒙

し
、
古

い
風
俗

習
慣

を
改

め

て
、

社
会
教

育

を
補

助

す

る
と

い
う
高

い
理
想
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を
も

っ
て

い
た

[西

安

市
記

念
易

俗
社

七
十

周
年
辮

公

室
編

輯
組

編

選

這
。。
N
]
。

な

お
、

こ

こ

で
は
、
㈲

の
タ

イ
プ

の
科

班

と

し

て
、

お

も
に
京
劇

教
育

を
行

っ
て

い
た
夏

声
戯

劇
学
校

も
含

め
ら

れ

て

い
る

が
、

そ
れ

は
、

同

校

が
秦

腔

演

劇

界

で
活

躍

し
た

封

至

模

た

ち

に

よ

っ
て
西
安

で
設

立

さ

れ
た

こ
と

に

よ

る
。

〈
8
>

二
〇

〇
八
年

三
月

二

一
日

に
行

っ
た
六
十

代
女

性

役
者

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
記
録

か
ら

の
抜
粋

。

〈
9
>

二
〇
〇

四
年

七

月

一
四
日

に
行

っ
た
六
十

代

男
性
役

者

へ
の
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
記
録

か

ら

の
抜
粋

。

〈
10
>

西

安
芸

術
学

院

秦
腔

戯

曲
培

訓
中

心

の
設

立

の
経
緯

に

つ
い

て

は
、
季

[N
O
O
8
:
4
3
-
4
4
]

で
も
詳
細

に
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

〈
H
>

三
意

社

と

は
、

民

国

四
年

(
一
九

一
五
年

)

に
、
蘇

長
泰

た

ち

に
よ

っ
て
作

ら

れ
た

西
安

長
慶

劇

社
を
前

身

と
す

る
秦
腔

劇

団

で
あ

る
。

三
意

社

(
よ
り

正
確

に
は
西
安

三
意

劇
社

)

の
名
前

で
呼

ば

れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の

は
、

一
九

二
〇
年
代

に
な

っ
て
か

ら

で
あ

る
。

三
意
社

の
よ

り
詳

し

い
歴

史

に

つ
い
て
は
、
静

・
田

・
王
主
編

[
1
9
9
8
]

を
参

照

さ
れ

た

い
。

〈
12
>

二
〇

〇

五
年

に
西
安

宏
蕾

秦

腔
芸
術

団

と
な

っ
た
理

由

は
、
当

時

の
在
学

生

た
ち

が

卒
業

年
齢

を
迎

え
、

就
職

先

に
困

っ
て

い
た

か

ら

で
あ

る
。

西

安

宏

蕾

秦

腔

芸

術

団

と

い
う
看

板

を
掲

げ

る

こ
と

で
、

秦
腔

の
専

門

劇

団

と
し

て
本
格

的

に
始
動

す

る

こ
と

が

で
き
、

生
徒

に
役
者

と

し

て

の
仕

事

を
与

え

る

こ
と

が
可
能

に
な

っ
た
。

〈
13
>

郭
宏
継

校

長

た

ち

は
、
当

校

が
西
安

宏
蕾

秦
腔
芸

術

団
を
名

乗

る
よ
う

に
な

っ
た

現

在

で
も
、

西
安

三
意

社
演

員
培
訓

班

で
あ

っ
た

こ
と

を
誇

り

に
思

っ
て
お
り
、

西
安

三
意

社
演

員
培
訓

班

の
看
板

も

西
安
宏

蕾
奏

腔
芸

術

団

の
看

板

と
併

用

し

て

い
る
の

で
、

本
稿

で
も

西
安

三
意
社

演
員

培
訓

班

の
名

称

を
も

ち

い
る

こ
と
と
す

る
。

〈
14
>

こ
の
点

に

つ
い
て

は
、

以
下

の
新
聞

記
事

で
も
紹

介

さ

れ

て
い

る
。
南

風

「引

鎮

有

一
個

秦

腔
神

話

」

『
陳

西
広

播
電

視

報

』

二
〇

〇
七
年

八
月

二
二
日
、

四
頁

。

〈
15
>

二
〇
〇

四
年

六
月

=
二
日

の
郭
宏

継
校

長

へ
の
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

記

録

か
ら

の
抜

粋

。
な

お
、

西
安

三
意

社
演

員
培

訓
班

の
当

時

の
経

営

状
態

の
悪

さ

に

つ
い
て

は
、

"中

央
電

視

台
"

(国
営

中
央

テ

レ
ビ

局

)

や

"陳

西

電
視

台

"

(陳

西
省

テ

レ
ビ

局
)

な

ど

の
番
組

で
も

取

り
上
げ

ら

れ
た

こ
と

が
あ

る

[
郭

・
劉

N
O
O
°。
"
ひ
]
。

〈
16
>

先

に

も
述

べ
た
よ

う

に
、

"
打

戯

"

に
関

し

て

は
、
新

中

国

の

成

立

後
、

廃

止

さ

れ

た

こ

と

に
な

っ
て

い

る

[
北

京

市

芸

術

研
究

所

・
上

海

芸

術

研

究

所

組

織

°
#}　
1
9
9
9
:
1
8
0
3
-
1
°。
宝

]
。

実

際

、

筆
者

も
調

査
中

に
、
打

戯

に
該

当

す

る
よ
う

な
教
授

法

を
目
撃

し

た

こ
と
が

な

い
。

〈
17
>

筆
者

は
、

二
〇
〇

〇
年

九

月

よ
り

、
西
安

市
内

の
国

営

の
戯
曲

学
校

(芸
術

学
校

)

で

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

を
行

っ
て
き

た
。

そ

の

お
も

な

成

果

に

つ
い

て

は
、

清

水

[2
0
0
5
,
2
0
0
6
a,
2
0
0
6
b
,
2
0
0
7
a
,

a
o
o
ぎ

]

を
参

照

さ

れ
た

い
。

こ
れ

ら

の
論

文

で

は
、
国

営

の
戯

曲

学
校

(芸
術

学
校

)

の
俳
優

教
育

の
特

徴

に

つ
い
て
詳

細

に
記

述

・

分
析

し

て

い
る
。

〈
18
>

実

際
、

秦
腔

演
劇

界

で
は
、

現
役

引

退
後
、

自
分

の
学

校

を
立

ち
上

げ

て
、

み
ず

か

ら

の
芸

を
伝

承

し
、

人
材

育

成

に
貢

献

し
た

い
、

と
考

え
る
名
優

も
少

な

く
な

い
。

280



参
考
文
献
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西
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梨
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西
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梨
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天
津
教
育
出
版
社
。

張
発
穎

NO
Oω

『中
国
戯
班
史
』
学
苑
出
版
社
。

《中
国
戯
曲
劇
種
大
辞
典
》
編
輯
委
員
会

お
Oい

『中
国
戯
曲
劇
種
大

辞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
。

中
国
戯
曲
志
編
纂
委
員
会

・
《中
国
戯
曲
志

・
陳
西
省
》
編
纂
委
員
会

1995

『中
国
戯
曲
志

・
陳
西
巻
』
中
国
I
S
B
N
中
心
出
版
。
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